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 ＜数理工学センター長　時弘 哲治＞

03 ニュース
 ・  デジタル庁主催「e-Gov*データコンテスト」にて、数理工学科西川研究室の4年生濱田一輝さんが最優秀賞を受賞

 ・  工学研究科数理工学専攻の大学院生が
The 13th Taiwan-Japan Workshop for Young Scholars in Applied Mathematicsにて口頭発表・受賞

 ・  米国で開催された国際研究集会（NCUR）に数理工学科の学生の研究成果が採択され、発表を行いました

 ・  大学院生・学部生計5名がg-RIPS-Sendai 2023（東北大）へ参加しました

05 活動報告
 1 MCMEセミナー開催報告
 2 第8回 龍谷大学武蔵野大学連携シンポジウム
 　2023年度 龍谷大学武蔵野大学学生交流会
 3 MCMEシンポジウム2023開催報告
 4  EMaTの報告

2023年度 大学院修士3名（第04期生）修了
研究集会を九州大学IMIと共催
OLIS-武蔵野大学保険フォーラム開催

 5 第9回数理工学コンテストの報告

10 センター員研究紹介
 1 血管新生とパターン形成　由良 文孝
 2 「線分の平均」と材料科学　児玉 大樹

12 センター員紹介／センター連絡先／編集後記
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　2023年4月に武蔵野大学数
理工学センター長を、坪井俊セ
ンター長から引き継ぎました。
初代センター長が薩摩順吉先
生、2代目が坪井先生で私で3
代目となります。薩摩先生、坪
井先生が築き多大な実績を残し
てこられたこの数理工学の拠点
を維持し一層発展させる所存で
す。今後ともどうぞよろしくお
願い申し上げます。
　2023年は、COVID-19の影
響も徐々に薄れ、研究交流も活
発になってきました。8月20日

から25日まで、国際機関であるICIAM (International Council 
for Industrial and Applied Mathematics) が 4年に一度開催
する 国際研究集会 ICIAM2023が、早稲田大学の早稲田キャン
パスにおいて日本で初めて開催されました。約100の国・地域
から5,500名（オンライン1,500名を含む）が参加し、盛況のう
ちに終わりました。武蔵野大学数理工学センターのセンター員や
数理工学科の学生も運営に協力し、高石先生が招聘されたPierre 
Jolivet氏や佐々木先生が招聘されたHatem Zaag氏らを招き、
武蔵野大学でサテライトミーティングも開催されました。今後、
海外の研究機関との連携がますます広がることと期待されます。
　10月には、社会からの要請に数学コミュニティ全体で応え、 
総合知構築を実現するオールジャパン体制のプラットフォーム
として、MfIP (Math for Industry Platform) が九州大学のマ
ス・フォア・インダストリ研究所に設立されました。全国の数学
研究機関との間でネットワークを構築し、数学コミュニティ全体
で社会・産業・諸科学分野からのニーズにワンストップサービス
で応える体制を構築するものです。武蔵野大学数理工学センター
もMfIPの17の連携機関の一つに加わりました。企業からのイン
ターンシップによる連携、研究者データベースへの参加や中高生
へのアウトリーチ活動などで協力し、日本における数理工学の拠
点としての役割を果たしてゆくことになります。
　昨年度、浄泉寺住職上山先生の全面的な支援のもと、山口県長
門市油谷の浄泉寺および楊貴館で開催された武蔵野大学数理工学
センター長門研究集会の後継となる研究集会が、今年度は佐々木
先生を研究代表者とする九州大学マス・フォア・インダストリ研
究所の共同利用一般研究集会（武蔵野大学数理工学センター共
催）として開催されました。企業を含めいくつかの他機関の研究
者と数理工学科の先生方が様々なトピックスについて講演し研究
討論する合宿型の研究集会です。数理工学科の大学院生9名と学
部4年生3名も参加し、九大はじめ他大学の先生方と活発に意見
交換を行い、前回同様たいへん有意義な研究集会でした。今後
も、継続してゆきたいと考えています。

　数理工学センターのメインの行事である数理工学シンポジウム
は11月15日16日に有明キャンパスの会場とzoomでのオンライ
ンを同時に用いるハイブリッド形式で行われました。
　数理工学シンポジウムは、毎回素晴らしい講演者に来ていただ
いているおかげで、シンポジウム後のアンケートでも好評で、広
い数理工学の世界の動向がわかると高い評価をいただいていま
す。今年度もハイブリッドということで、会場とオンラインを合
わせて100名をこえる参加をいただきました。
　毎年行われている龍谷大学との連携シンポジウムは、今年度は
龍谷大学で2024年2月22日から3日間の予定で行われます。こ
の連携シンポジウムでは教員の研究発表とともに学生院生の研究
報告が行われています。数理工学科からは、大学院生4名と学部
4年生1名の講演が決まっています。来年度は武蔵野大学がホス
トになります。夏休み期間中に行われる龍谷武蔵野大学学生交流
会とともに、貴重な学生の交流の場として継続して行きます。学
生院生の意識も高まっており、コンテスト等への応募とともに応
用数理学会やTaiwan-Japan joint workshop などの研究集会
で研究発表をおこなっています。2023年3月に台北で行われた
The 13th Taiwan-Japan Workshop for Young Scholars in 
Applied Mathematicsでは、修士１年（当時）の鈴木舞羽さん
がExcellent Presentation Awardを受賞しました。
　内外の研究者に最先端の研究トピックについてお話しいただ
き、数理工学分野のすそ野を広げ、学際的な研究連携の促進を目
的とした数理工学(MCME)セミナーは、今年度は第56回から第
69回まで合計14回の開催となりました。有明の会場とzoomで
のオンラインのハイブリッド開催をおこなっており、対面での直
接の情報交流とともに、多様な内容のセミナーにオンラインで容
易に参加できる場を提供しています。
　今年度で10回目となる数理工学コンテストは、身の回りの事
項や社会的な問題を数理の力を使って探求し解き明かすレポート
を大学入学前の生徒から募り表彰するものです。第9回の授賞式
は2023年3月25日にオンラインで行われました。
　その他にも、6月にOLIS‐武蔵野大学保険フォーラムが数理
工学センターの共催で開催され、g-RIPS-Sendai 参加メンバ
ーに修士1年生2名と学部4年生2名が選ばれ、デジタル庁主催 
e-Govデータコンテストで学部4年生 濱田一輝さんが最優秀賞を
受賞するなど大きなニュースが続きました。詳細については本ニ
ュースレターの記事をご参照ください。
　関係者の異動につきましては、今年度由良文孝先生が着任され
現在は12名のセンター員、11名の客員研究員というメンバーで
研究活動をおこなっております。また児玉大樹さんが数理工学セ
ンターの特別研究員となられました。
　これからも当センターは数理工学からの社会貢献のために積極
的に活動してまいりますので、皆様のご支援をよろしくお願いい
たします。

数理工学の拠点として
数理工学センター長　時弘　哲治

Message
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　デジタル庁主催の「e-Govデータコンテスト」で、工学部数理工学科西川研究室４年生の濱田一輝さんが最優秀賞を受賞し、12月10日（日）にデ
ジタル庁で開催された表彰式で、河野太郎デジタル大臣から表彰を受けた。　　　　*総務省管轄の行政情報のポータルサイト

「e-Govデータコンテスト」について
　魅力をアピールしたい地域を選定し、その地域が抱える課題に対してe-Govデータポータルのオープンデータを使用した原因分析をもとに解決策を
提言する作品を募集し、審査・表彰するコンテストである。2023年9月26日～ 11月6日まで作品の募集が行われ、45チーム・104名の方から作品
の応募があった。濱田さんの作品はその中から最優秀賞に選ばれた。

受賞作品「北海道における新しい鉄道のあり方」
　北海道富良野市を通る鉄道は赤字となっている。バス
の運転士不足で将来バスを増やすことによる解決も難し
い状況であり、移動弱者が拡大する懸念がある。鉄道と
車の利便性を向上させることによって、住民と観光客に
よる潜在的な鉄道需要が喚起されると考えられることか
ら、車と人を乗せて線路を走行する電動台車、未来型鉄
道RACo(Railway ‒ Auto ‒ Container)を提案した。
　RACoは、半デマンド型運行管理と自動運転により、
人手とコストをかけずに、需要の変動にも対応可能な自
動運行が可能である。RACoの利用は、電車利用者の利
便性向上、車利用者の負担軽減によって、生活、観光の
行動範囲の拡大に繋げることができ、ひいては、公共交
通（鉄道）の持続可能性、観光客の増加、地域経済の活
性化に貢献するものと期待される。

デジタル庁主催「e-Gov*データコンテスト」にて、
数理工学科西川研究室の4年生濱田一輝さんが最優秀賞を受賞

表彰式にて。向かって左から順に、河野太郎デジタル大臣、濱田一輝さん、渡辺美智子審査員（立正大学教授）、石戸奈々子審査委員（慶應義塾大学教授）

News

濱田一輝さんのコメント
　この度は、e-Govデータコンテストで最優秀賞を受賞し、大変光栄に思います。このアイディアは、大学２年生の時のプロジェクト授業で生まれたものです。その時は受賞には至りません
でしたが、そこから得た学びを活かし、更にアイディアを磨いて今回のコンテストに挑みました。作品では、多角的な視点からのデータ分析を行うことで、説得力を高められたと思います。
また、提案内容には、システム設計の概要や費用試算、既存案との比較も含めることで具体性のある提案になりました。
　今回の受賞は、武蔵野大学での４年間の学びの成果だと思います。データ分析の基礎となる線形代数や統計学はもちろん、プロジェクトやプログラミング演習など実践的な学習に１年生か
ら取り組めたことが私にとって意義がとても大きく、それによって分析ツールを活用した課題発見や課題解決の面白さを味わえるようになりました。特に、私の所属する西川研究室の西川哲
夫教授の指導は、２年生のプロジェクトの時から大きな支えとなっており、深く感謝しています。今後も努力を続け、さらに成長していきたいと思います。

西川哲夫教授のコメント
　本学数理工学科西川研究室では、データサイエンスの考え方と技術を身に着けるために、この数年間様々なコンテストにチャレンジしてきました。コンテストでは、通常、課題発見と課題
解決のための提案の２つが求められます。本研究室では、課題の発見のためには、常に様々な分野の先端的な話題をウォッチし、個別のデータに至るまで徹底的に分析することを心掛け、課
題解決のためには、背景の本質的な理解に基づいて、発想の転換と新しい技術の導入を組み合わせることによって、インパクトのある解決方法を目指しています。
　濱田一輝さんは、当初から志が高くアイディアが豊富で、時間を惜しまず上記のような活動を実践してきた一人です。今回の作品では、富良野市の状況へ元々関心があり、鉄道の廃線問題
と車移動の状況調査をするうちに湧いたインパクトのあるアイディアを、単なるアイディアに終わらせず、新しい半デマンド型の運行方式や、最近の潮流であるフォグコンピューティング
（クラウドと機能分散の組合せ）を用いた自動運転にまで展開することができており、実現性を期待させる提案になっていると思います。
　今後の研究では、これまで以上に独創性の高い、内容的にインパクトのある研究を期待しています。

関連リンク
・ 国のオープンデータを活用して地域課題に取り組む学生向けのコンテスト「e-Govデータコンテスト」を実施しました
　https://www.digital.go.jp/news/04e9d926-d0ba-4572-9d28-ecc0f1fea425?fbclid=IwAR3Pg5AZY9So3w_QyHdgf4_zbZ-543XjWLRcivOQpq1Fkd2wHW#grand-prize
・河野大臣記者会見（令和5年12月12日）【e-Govデータコンテストの受賞結果】
　https://www.digital.go.jp/speech/minister-231212-01
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　g-RIPS-Sendai 2023は、アメリカの学生と日本の学生がパートナー企業から提供された課題に取り組み、8
週間にわたり解決に至る道筋を学ぶ国際的なインターンシッププログラムです。東北大学が主催となり、理研の
iTHEMS，UCLAのIPAMが共催しています。
　今年度の開催期間は、２０２３年6月19日から8月8日までで、本学大学院数理工学専攻および総理工学科から
合計5名の大学院生と学部生が参加しました。本学学生は3つのグループに分かれ、富士通、IHI、NECの各パート
ナー企業が提供した数理課題「AIの説明可能性の強化」、「車流・神流データの軌跡外挿によるリアルタイム交通制
御」、「AI交渉エージェントによるサプライチェーンマネジメント」に、アメリカの研究大学の学生と協力して精力
的に取り組み、一定の成果を達成しました。8週間にわたり英語を用いてアメリカの学生と円滑にコミュニケーショ
ンをとり、共同で一定の成果を出したことは、学生たちの未来のリーダーとしての潜在的な可能性を示すものであ
り、社会への積極的な貢献と今後の世界での活躍に期待が寄せられます。

　2023年４月13日～ 4月15日に米国のウィスコンシン大学オー・クレア校にて開催された国際学
会National Conference on Undergraduate Research (NCUR 2023)での研究成果発表におい
て、数理工学科3年生（3名）が英語で発表を行いました。※NCUR：学部学生の研究促進を目的として1987

年に設立された米国の学会

　今回の発表のテーマは「最適化」です。最適化とは数々の候補の中から「最も良いもの」を求める
ことです。例えば、トラックの積載量の上限や到着時間などを考慮した、移動距離が最短になるト
ラックの運送経路の取得、予算を考慮しながら、リスクを最小限にする資産の組み合わせの取得な
ど、最適化問題は物流、金融、防災、創薬、広告など、様々な分野の意思決定の場にあらわれます。
日本では、業種・分野を問わずデジタルトランスフォーメーション（以下、DX）化が推進されていますが、最適化問題を解
く作業は、まだまだアナログ作業が多く、多くのコストがかかっています。このため、最適化問題を解く作業のDX化による
業務の効率化は多くの業界に恩恵をもたらすと期待されています。近年、最適化問題を解くのに特化した量子コンピュータも
登場し、最適化問題のDX化がさらにたくさんの関心を集めるようになりました。本研究では、物流業界にあらわれる最適化
問題を対象に、この問題の解を求めるアルゴリズムの開発を行っています。

　工学研究科数理工学専攻では 3/1-3 に台北の NCTS（国立台湾大学内）で開催された ”The 13th Taiwan-Japan 
Workshop for Young Scholars in Applied Mathematics” に参加し、修士 1 年の鈴木舞波さんが口頭発表を行い、
Excellent Presentation Awardを受賞しました。鈴木さんはまばたきの数理モデルという、身近ではありますが未開拓な
テーマに取り組んでいます。
　この研究発表交流会では、発表はすべて英語で行われ数理科学に関係する幅広い分野の若手研究者が一堂に集まり交流する
ことで、他分野の海外研究者に対しても自分の研究内容を上手く説明できる発信力の高い研究者の育成を目指しており、これ
までの受賞者の中からは大学教員も育っております。
Excellent Presentation Award
鈴木舞羽（工学研究科数理工学専攻修士1年）
発表タイトル：Mathematical model of eye blinking

　山川さんは、ポートフォリオ最適化問題と呼ばれる問題をコンピュータ解き、考察を行いました。できるだけ安定した収益を得ながら、リスクが低くなる
ような銘柄の組み合わせを求める問題をポートフォリオ最適化問題と呼びます。株式投資などを行う際に用いられる最適化問題ですが、この問題に対し、コ
ロナ禍前、コロナ禍中、コロナ禍後の実際の財務データを用いてポートフォリオ最適化問題を解き、考察を行いました。
　平松さんは、福岡空港における誘導経路と航空機の発着スケジュールの最適化問題について考察を行いました。誘導路の距離データを取得し、それをもと
にダイクストラ法と待ち行列理論を用いて誘導路最短ルートを求め、一定の間隔を保ちながら空いた滑走路に向かうプログラムを構築し、搭乗ゲートを航空
機が離れる時間、遅延時間の算出に加え離着陸機に対しての新たな時刻表を提示することを可能としました。
　正木さんは、天候などによる航空機の遅延が発生した際、どのようにスケジュールを組み直すのがよいか、最適化問題を定式化し、新しいスケジュールを
求めました。
　NCURでは、上記の内容についてポスター発表を行いました。
引用　1：News & Events　https://www.musashino-u.ac.jp/news/20230526-03.html　2：武蔵野大学しあわせ研究所通信 Vol.104　https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/happiness_incubation.html

各グループの成果が掲載されているWebPage（g-RIPS Sendai 2023）
https://www.mccs.tohoku.ac.jp/g-rips/g-rips2023.html

大学院生・学部生計5名がg-RIPS-Sendai 2023（東北大）へ参加しました

工学研究科数理工学専攻の大学院生がThe 13th Taiwan-Japan Workshop for Young 
Scholars in Applied Mathematicsにて口頭発表・受賞

米国で開催された国際研究集会（NCUR）に数理工学科の
学生の研究成果が採択され、発表を行いました

News

数理工学科学部3年生
正木歩さんの発表の様子

数理工学科学部3年生
平松勇紀さんの発表の様子

数理工学科学部3年生
山川祥さんの発表の様子

鈴木舞羽さんコメント
私は、今回が初めての国際研究集会への参加となりました。英語でのプレゼンであったため、事前にスライドの準備や発表練習をして臨みました。他の人の研究内容については英語で少し分
からなかった部分もありましたが、数式やシミュレーション結果を提示していただいたおかげで、理解の促進に繋がりました。本研究集会では様々な学生と研究について議論を交わし、ま
た、賞を受賞することができて大変貴重な経験をすることができました。今回の経験を活かして、自身の研究促進に努めていきます。
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■第56回MCMEセミナー

日　時：2023年4月19日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者： 大田 佳宏 氏（Arithmer株式会社）

上坂 正晃 氏（Arithmer株式会社）

講演題目：社会問題に貢献する数理科学

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第57回MCMEセミナー

日　時：2023年6月21日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者：唐木田 亮 氏（産業技術総合研究所 人工知能研究センター )

講演題目：深層学習アルゴリズムを操る: Fisher情報行列と学習レジーム

コーディネーター：木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第58回MCMEセミナー

日　時：2023年7月5日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者：木村 芳文 氏（名古屋大学 大学院多元数理科学研究科)

講演題目：渦運動と流体方程式の特異性 ―トポロジカル流体力学の展開

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第59回MCMEセミナー

日　時：2023年7月12日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者：井元 隆史 氏（産業技術総合研究所 新原理コンピューティング研究セ

ンター )

講演題目：D-Wave マシンを用いた 量子アニーリングの励起状態探索

コーディネーター：佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

■第60回記念MCMEセミナー

日　時：2023年8月28日（月）13：30 ～16：40

場　所：武蔵野大学有明キャンパス５号館401教室、ハイブリッド開催

講演者： Takeshi Takaishi  (Musashino Univ.)

Atsushi Suzuki  (Osaka Univ. / RIKEN) 

Pierre Jolivet  (CNRS)

講演題目：FreeFEM - now and in the future

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第61回MCMEセミナー

日　時：2023年8月30日（水）16：00 ～17：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス５号館401教室、ハイブリッド開催

講演者：Hatem Zaag（CNRS/University of Paris North)

講演題目：Solution to the semilinear wave equation with a stylized 

pyramid shaped blow-up set

コーディネーター：佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

■第62回MCMEセミナー

日　時：2023年10月25日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：齊木 吉隆 氏（一橋大学 経営管理研究科)

講演題目：高次元カオスのミニマルモデルについて　

コーディネーター：木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第63回MCMEセミナー

日　時：2023年12月6日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館303教室、ハイブリッド開催

講演者：佐伯 修 氏（九州大学マス・フォア・インダストリ研究所)

講演題目：微分トポロジーを用いたデータの可視化

コーディネーター：時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第64回MCMEセミナー

日　時：2024年1月17日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館303教室、ハイブリッド開催

講演者：田中 一成 氏（早稲田大学 理工学術院 国際理工学センター）

講演題目：クラウド教育システムCES-Alphaは教育と研究にどう貢献するか？

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第65回MCMEセミナー

日　時：2024年2月13日（火）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：篠崎 菜穂子 氏（フリーアナウンサー / 数学コミュニケーター）

講演題目：数学と社会をつなげるアウトリーチの方法

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第66回MCMEセミナー

日　時：2024年2月19日（月）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：松尾 宇泰 氏（東京大学大学院 情報理工学系研究科）

講演題目： 最適化・力学系・数値解析～連続最適化への数値解析学的アプロー

チ～

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第67回拡大MCMEセミナー

日　時：2024年2月21日（水）11：00 ～17：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：東 康平 氏（東京大学大学院数理科学研究科 博士課程）

セミナータイトル：One day workshop on differential equations in the 

complex domain

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第68回MCMEセミナー

日　時：2024年3月1日（金）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：篠崎 裕司 氏（日本銀行 金融研究所 経済ファイナンス研究課）

講演題目：数理ファイナンスの考え方：実務と学術における最近の問題意識を

交えて

コーディネーター：時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第69回MCMEセミナー

日　時：2024年3月11日（月）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：長 康雄 氏（東北大学 未来科学技術共同研究センター）

講演題目：走査型プローブ顕微鏡が切り開く表面科学と電子デバイス応用への

展開～走査型非線形誘電率顕微鏡を中心として～

コーディネーター：時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

数理工学セミナー（MCMEセミナー）を開催しました。

大田 佳宏 氏
上坂 正晃 氏

(Arithmer株式会社)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

4月 19日(水) 17:00-18:30
武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室，ハイブリッド開催

参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 4/17（月）

第第56565656回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参加登録はこちら
↓↓

国際展示国際展示場 徒歩徒歩7徒歩7分国際展示国際展示場場 徒歩徒歩
東京ビッグサイト

徒歩徒歩徒歩7徒歩
徒歩

7分分
徒歩徒歩徒歩6

分分
徒歩徒歩666分

数理科学が社会，あるいは我々の未来へ果たす役割は大きくなってきている．
そうした中で，Arithmer株式会社は，「数学で社会課題を解決する」をミッション
に，社会を取り巻く様々な課題に対して，AIを含む数理科学をベースとするソ
リューションを提供してきた．
本講演前半では，実際に弊社が取り組んできた事例をもとにして，様々な業界
における数理科学の役割を紹介する．また，後半では，浸水被害への取り組
みを例にとり，河川水位を予測する数理モデルとそのパラメータ推定について
紹介する．このモデルはタンクモデルと呼ばれ，常微分方程式系で記述できる
ものである．実際に観測された水位からこのタンクモデルのパラメータを求め
る逆問題とそれを用いた氾濫水位予測について，我々の結果を紹介する．

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

佐伯 修 氏
(九州大学マス・フォア・インダストリ研究所)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

12月 6日 (水) 17:00-18:30

第第63636363回
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武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

実験や計測，あるいはシミュレーションで得られるデータは，数学
的には，ある平面領域や空間上の関数や写像の離散サンプル
データと解釈できることが多い．さらには，そのような関数はしば
しば微分可能である．そうした微分可能な関数や写像を扱う理論
的枠組みが数学にはいくつかあるが，ここでは微分トポロジー，
特に写像の特異点論の枠組みについて簡単に解説し，それがど
のようにデータ可視化に応用できるかについて概説する．さらに，
そうしたデータ可視化手法が，数学の研究
へフィードバックされた例についても紹介し
たい．

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館303教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 12/5(火）

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

田中 一成 氏
(早稲田大学 理工学術院 国際理工学センター)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

1月 17日 (水) 17:00-18:30

第64回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

CES-Alpha（https://www.ces-alpha.jp/）は、数理・プログラミングに特化したクラ
ウド教育システムであり、2015年に新潟大学・劉雪峰の手により開発が開始された。
このシステムは、ブラウザを通して操作可能なJupyter Labをベースとしたプログラ
ミング教育プラットフォームを提供している。標準的なブラウザとインターネットさえ
利用できれば、目的に合わせたプログラミング環境を利用することが可能である。
対応しているプログラミング言語はPython, C言語, Java, Octave, Juliaなど多岐
にわたる。現在、CES-Alpha開発チームでは、GPTを活用したプログラミング採点
補助機能や受講者向けフィードバック機能の開発に取り組んでいる。さらに、CES-
Alphaは特徴的な数学演習機能を備えており、独自の数式処理技術により、数式
の等価性を確認し、柔軟な自動採点を行うことが可能である。問題文中の変数（パ
ラメータ）をランダムに変化させることで、受講者それぞれに異なる問題を自動的に
出題することができる。本講演では、CES-Alphaによって現在までに実現している
こと、さらに教育現場での具
体的な利用例を紹介する。
また、開発における課題、そ
して講演者自身の研究利用
に関する体験についても紹介
する。本内容は、劉雪峰
（東京女子大学教授）、齋藤
裕（新潟大学特任准教授）と

共同で構成されたものである。

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館303教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 1/16（火）
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篠崎 菜穂子 氏
(フリーアナウンサー/数学コミュニケーター)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

2月13日 (火) 17:00-18:30

第65回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

デジタル社会であるSociety5.0時代を生き抜くために、AI・数理・デー
タサイエンスの教育の重要性が高まり、その根底にある数学力に注目
が集まっている。その一方で、数学に苦手意識をもつ市民も多い。
今回の講演では、私がアナウンサーの仕事を通して携わってきた、メ
ディアを通して数学やサイエンスをわかりやすく伝えるための工夫や難
しさ、イベントやSNSなどを通して行っているさまざまなアウトリーチ活
動について紹介する。また、昨年3月まで大学院で研究をしていた「こ
れからの時代に必要とされる数学力」や「それを伝えるためのコンテン
ツ作り」についても触れる。

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/12（月）
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松尾 宇泰 氏
(東京大学大学院 情報理工学系研究科)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

2月 19日 (月) 17:00-18:30

第66回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

連続最適化手法と常微分方程式（力学系）の数値解析の間に緊密な
関係があることは古くからよく知られている．
近年，Su-Boyd-Candes (2014NeurIPS) により，高名な Nesterov
の加速勾配法に対応する力学系の存在が指摘され，
この視点に基づく研究が再び脚光を浴びている．しかしながら，そこに
おいては力学系（連続）は最適化手法（離散）に
一定の示唆を与える
のみで，連続と離散の
対応が十分議論され
知見がフル活用されて
いるとは言いがたい．
本講演では，この描像
に当然期待される数値
解析学的な視座がもた
らすものを，講演者らの
近年の結果を中心に
紹介する．

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/18（日）
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問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

2月 21日 (水) 11:00-17:30

第67回

11:00 - 12:30 東 康平氏(東京大学大学院数理科学研究科博士課程）
“特異積分をもつシステムの数理とその交通流現象への応用”
交通流のマクロモデルとして知られているBurgers方程式は，運転者の無限
認識距離を仮定していることが知られている．認識距離を実質的に有限とす
るようなモデルが特異積分をもつ非線形偏微分方程式として提案されている.
本講演では，様々な特異積分をもつ方程式とその解が複素領域の方程式に
対して，解析性を課すことで導かれることを紹介する． この手法を用いて得ら
れる特異積分をもつモデルを用いて交通流現象について解析し，パラメータ
に応じて密度勾配が変化することやデッドロック現象が生じることを説明する．

13:30 - 15:00竹井 優美子氏 (茨城工業高等専門学校 国際創造工学科）
“完全 WKB 解析と位相的漸化式”
WKB 法は Schrödinger 方程式の近似解法の一つであり、歴史的に
は量子現象を理解するのに役立てられてきた。プランク定数に関す
る形式級数解として構成される WKB解にBorel総和法を適用する
ことにより、近似法ではなくexactな解析手法にしたのが完全WKB解
析である。指数函数的に小さな項までを含めた漸近解析が可能とな
ることで、WKB解の接続公式などをexactに書き下すことができる点
がこの手法の強みである。一方,位相的漸化式は行列模型の相関函
数が満たすloop 方程式を一般化した枠組みであり、この漸化式から様々な幾何学的不変量が計算さ
れている。本講演では、この完全WKB解析とは全く異なる背景を持つ位相的漸化式がもたらす視点に
ついて紹介したい。

15:15-15:45 清水 千晶 (武蔵野大工M1) 「非線形Klein-Gordon方程式系の数値解析」
楊 家宝 (武蔵野大工M1) 「連続最適化と微分方程式の数値解析」

16:00 - 17:30 高安亮紀 氏（筑波大学システム情報系）

“二次非線形性を持つ複素数値発展方程式のヘテロクリニック軌道と特異性の計算機援用証明”
二次の非線形性を持つ非線形発展方程式（非線形熱方程式
複素ギンツブルク-ランダウ方程式、非線形シュレディンガー方程
式）を考え、解の大域的ダイナミクスに関する計算機援用証明に
よる最近の結果を紹介する。精度保証付き数値計算という数値
計算技術を基に、非自明な平衡解の存在証明、平衡解周りの不
安定多様体の厳密な構成、発展方程式の解の数値求積、および
漸近挙動解析を駆使することによって、各平衡解間のコネクティン
グオービットや不安定多様体の軌道上の非有界な解の存在を示
すことに成功した。当日は得られた各成果を主に介し、そこから得られる未解決問題についても議論し
たい。本研究はJean-Philippe Lessard, Jonathan Jaquette,岡本久各氏との共同研究である。

武蔵野大学 第67回拡大MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

国際展示６分場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/20(火）

東 康平 氏 (東京大学大学院数理科学研究科 博士課程）
竹井優美子 氏 (茨城工業高等専門学校 国際創造工学科)
高安 亮紀 氏（筑波大学 システム情報系）

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

篠崎 裕司 氏
(日本銀行 金融研究所 経済ファイナンス研究課)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

3月1日 (金) 17:00-18:30

第68回

3 1

武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

数理ファイナンスは、デリバティブ（金融派生商品）の価格付け理論を中核
とする応用数学の一分野である。理論と金融実務が相互に影響を与え合いつ
つ、確率論のみならず数理科学の諸分野やIT技術などとも密接に関わりなが
ら発展してきた。「難しい数学を使って、儲かる株を探す分野なのか？」と
しばしば誤解されるが、リスク（将来の不確実性）を正しく評価することを
主な目的としている。このリスクの正しい評価のために、統計的な手法では
なく、精緻な数学(確率微分方程式/マルチンゲール理論)による手法を用いる
のが、大きな特徴である。

本講演では、まず、数理ファイナンスにまつわる誤解を解消しつつ、「複
製」や「無裁定」といった基本的な考え方を紹介する。とくに、確率微分方
程式などの道具が必要となる理由を発見的な方法で明らかにする。そのうえ
で、実務と学術における先端的な話題を、その発展経緯とともに紹介する。
とくに、(1)数値計算問題と数理科学の諸分野の交わり、(2)機械学習による発
展可能性、(3)数理ファイナンスの最近の問題意識から現れる非線形問題や非
整数階微積分などについて、概説することを試みる。

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/29（木）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

⾧ 康雄 氏
(東北大学 未来科学技術共同研究センター)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

3月11日 (月) 17:00-18:30

第69回

3 11

武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

走査型トンネル顕微鏡が発明されて以来多くの走査型プローブ顕微鏡
が開発され表面科学の発展に大きな足跡を残してきたことは周知の事
である．その中でも近年は電気計測に特化した走査型プローブ顕微鏡
を用いた電子材料・デバイス計測・評価とその応用への関心が高まっ
ている．本講演では講演者独自の発明の静電容量顕微鏡である走査型
非線形誘電率顕微鏡（SNDM）を中心に置き，これを用いた原子スケ
ール誘電計測や誘電体・半導体材料・素子評価技術，更には次世代超
大容量ハードディスクドライブ実現を目指した超高密度強誘電体記録
応用への展開について，研究の楽しさ苦しさ研究者の夢を交えてお話
しできればと考えている．

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 3/10（日）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

唐木田 亮 氏
（産業技術総合研究所 人工知能研究センター)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

6月 21日 (水) 17:00-18:30

第第57575757回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参加登録はこちら↓↓

大規模な深層ニューラルネットは様々な課題で高い性能を発揮し
ているが, その学習手法には発見的側面が強いものも多く, 未知
の挙動も現れる. 特に,アルゴリズムは無数にある解の中から陰
的に解を選択するため,こうした陰的バイアスをふまえた理解が重
要となってくる. 本講演では,深層学習アルゴリズムのふるまいを
Fisher情報行列と学習レジームの視点から紹介したい. まず,基本
的な考え方を概観しながら,具体例としてNeural Tangent Kernel
(NTK) レジームにおける自然勾配法の解析を紹介する. ここでは
発見的に開発されてきた近似自然勾配が最良の収束性を達成で
きる. また関連して,勾配正則化とその線形ネットでの解析を紹介
する. 解の選択を学習レジームの切り替わりから特徴づける中
で, 望ましいアルゴリズムの設定を明らかにする.

国際展示６分場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 6/19(月）

M
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Center of M
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Sem

inar

木村 芳文 氏
（名古屋大学大学院多元数理科学研究科)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

7月 5日 (水) 17:00-18:30

第第58585858回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参加登録はこちら↓↓

流体運動の基礎方程式であるNavier-Stokes 方程式やその非
粘性極限であるEuler方程式は非線形の偏微分方程式ですが，
その非線形項は簡単な変換で速度ベクトルと渦度ベクトルのベク
トル積で表すことができます．よって空間内の速度と渦度の幾何
学的な位置関係によって流体方程式の非線形性が決まることが
分かります。本講演ではクレイ数学研究所のミレニアム問題の一
つである「Navier-Stokes方程式の適切性/特異性」に関連して渦
衝突/リコネクションに伴う特異性について最近の結果を理論と
数値解析の両面からご紹介します。渦の相互作用によって誘起
される速度場が渦を引き延ばして強めていく過程を粘性がどのよ
うに阻害するかが問題のキーポイントです。

国際展示６分場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 7/3(月）

M
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Center of M
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atical Engineering
Sem

inar

井元 隆史 氏
（産業技術総合研究所ー

新原理コンピューティング研究センター)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

7月 12日 (水) 17:00-18:30

第第59595959回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参加登録はこちら↓↓

量子アニーリング(QA)は、量子的な性質を活用した組み合わせ最
適化問題の解法として提案され(Kadowaki-Nishimori 1998)、近年で
は様々な応用が期待されている。また、D-Wave社によって大規模
なデバイスが実現され、商用提供も行われている。QAでは通常、解
きたい問題をイジング模型の最もエネルギーが低い状態（基底状
態）を求める。一方、近年では暗号や量子化学などの分野で基底状
態に限らず、特定の準位の励起状態を求めることへの期待も高まっ
ている。先行研究としてQAにおける励起状態探索が理論提案(Seki
et al 2021)されていたが、実際のデバイスでの実行には様々な困
難が存在していた。本講演では、前半でQAの基礎的なレビューを
行い、後半で我々が提案するD-Waveデバイスを利用した新たな励
起状態探索手法と、実機を用いたデモンストレーションの結果
(Imoto et al 2023 arXiv:2305.15974)について紹介する。

量子アアニ リング(QA)は 量子的な性質を活用した組み合わせ最アニ グ 的な性 を 組 合わ

国際展示６分場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 7/10(月）
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inar

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

8月 28日 (月) 13:30-16:40

第第60606060回

13:30 - 14:00 Takeshi Takaishi (Musashino Univ.) :
“Introducing some simple problems to solve with FreeFEM”
FreeFEM is a popular 2D and 3D partial differential equation (PDE) solver used by 
thousands of researchers worldwide. This makes it easy to implement your own 
mathematical models using simple scripts. We will see its capabilities through 
some examples.

14:10 - 14:55 Atsushi Suzuki (Osaka University / RIKEN):
“Variational problem with constraint and linear solvers for indefinite problem”
Variational setting is the mathematical foundation of the finite element methods for 
several industrial problems. It is sometimes necessary to deal with problem with 
constraint, e.g., in fluid problem, Navier-Stokes equations contain incompressibility 
constraint. The discretized equations are expressed by a KKT system whose 
coefficient matrix is indefinite. We will view robustness and efficiency of the 
GMRES method with preconditioner based on LDU-factorization with proper 
pivoting strategy to avoid instability from the
indefiniteness.This methodology is also
applicable to inequality constraint problem
appeared in a shape optimization problem.

15:10 - 16:40 Pierre Jolivet (CNRS) :
“Deep dive into FreeFEM ecosystem”
One of the strengths of FreeFEM is its ability to interact seamlessly with many 
other scientific libraries, such as MPI for parallel computing, PETSc for (mostly) 
linear algebra, SLEPc for eigenvalue computation, or HPDDM for domain 
decomposition methods. In this presentation, I will highlight some design decisions 
made over the years in order to enable researchers and developers to use 
FreeFEM as a flexible tool to prototype
or implement algorithms, preconditioners,
or coupled solvers in different applied
fields such as computational fluid
dynamics, radiative transfer, solid 
mechanics.

武蔵野大学 第60回記念MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

国際展示６分場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，5号館401教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 8/26(土）

Takeshi Takaishi 氏 (Musashino Univ.)
Atsushi Suzuki 氏 (Osaka Univ. / RIKEN) 

Pierre Jolivet 氏 (CNRS) 
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Mr. Hatem Zaag
（CNRS/University of 

Paris North)

問い合わせ先︓武蔵野⼤学数理⼯学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター︓ 佐々⽊ 多希⼦（武蔵野⼤学⼯学部数理⼯学科 講師）

8月 30日 (水) 16:00-17:30

第61回
武蔵野⼤学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

We consider the semilinear wave equation with
power nonlinearity in 2d. We construct a solution
which blows up in finite time, such that its blow-
up set is pyramid shaped. The origin is (locally)
the only characteristic point, showing a multi-
soliton with alternate signs. In this talk, we will
mention the situation in 1d, which is completely
understood.

国際展示６分場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野⼤学有明キャンパス，5号館401教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の⽅は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切︓ 8/28(⽉）
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Center of M
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inar

齊木 吉隆 氏
（一橋大学 経営管理研究科)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

10月 25日(水) 17:00-18:30

第第62626262回

0 25

武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

パンこね作業から流体・気象まで，世の中にはカオス，すなわち ''予
測不可能性を伴う決定論的ダイナミクス'' が溢れています．
カオス研究では，これまでロジスティック写像，馬蹄形写像，ベー
カー写像，エノン写像，ローレンツ方程式などの具体例を用いた研
究が，抽象理論研究とともに重要な役割を果たしてきました．
講演者らは，高次元カオスに典型的に現れる数学的構造をもつ低
次元力学系の具体例を最近いくつか提示しました．
本講演では，それらの具体例とその数学的性質について紹介しま
す．

国際展示場駅  徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 10/24(火）
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活動報告❶

　　　　竹井 優美子 氏（茨城工業高等専門学校 国際創造工学科）
　　　　高安 亮紀 氏（筑波大学 システム情報系）
　　　　清水 千晶（武蔵野大工M1）
　　　　楊 家宝（武蔵野大工M1）
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活動報告❷

　本年度も龍谷大学との連携シンポジウムを開催いたしまし
た。第8回目となる本シンポジウムは武蔵野大学 有明キャ
ンパスにて対面形式で開催いたしました。対面形式での開催

は３年ぶりとなります。本シンポジウムでは、様々な分野の
トピックについて多数の研究発表があり、学生同士の活発な
交流がなされた有意義なシンポジウムとなりました。

　龍谷大学武蔵野大学学生交流会をZOOMを用いたオンラ
イン形式で開催いたしました。交流会では龍谷大学・本学の
学生同士が自身の興味があることについて発表し、同世代な

らではの自由な議論がなされました。学生同士でチベーショ
ンを高めあうよい交流会となりました。

第8回 龍谷大学武蔵野大学連携シンポジウム

2023年度 龍谷大学武蔵野大学学生交流会

日時： ２０２３年２月１０日(金)～２月１２日(土)　場所：武蔵野大学 有明キャンパス ４号館４１２教室

【講演タイトル】（講演順）

「Onset of pulse generator by heterogeneity in coupled excitable elements」 櫻井 建成（武蔵野大学 教授）

「グループ分けされた闘争環境における社会階層の自己組織化」 小暮 真愛（武蔵野大学 M2）

「サッカーのイベントデータを用いたデータ解析」 佐藤 直哉 (武蔵野大学 M2)

「HRTFと加速度センサーを用いたリアルタイム空間オーディオ」 渋谷 朋暉 (龍谷大学 B4)

「スロースタート効果を含む交通流モデルにおけるクラスター分布」 飯田 晋司 (龍谷大学 教授)

「ランダムウォークと確率微分方程式」 合田 宗矢（龍谷大学 B4）

「Poisson 方程式に対する有限要素法の誤差評価」 坪田 凌輔（武蔵野大学 B4）

「個体群の運動とその性質に関する数理的研究」 中山 涼也（武蔵野大学 M2）

「非整数階時間微分を含むFast diffusion equationの質量保存則と解の存在性」 亀高 樹弥 (龍谷大学 M2)

「野球ボールの軌跡の数値計算」 大川 航平（龍谷大学 M1）

「アリの巣作りモデルについて」 中久喜 玲（武蔵野大学 M1）

「保存量をもつ反応拡散系の話題」 森田 善久（龍谷大学 教授）

日時： ２０２３年８月４日(金)　場所：オンライン開催（zoom）

【講演タイトル】（講演順）

「レイティング・ランキングの数理」 宮本 利之（武蔵野大学 M1）

「BSSにおける人間行動の統計則と数理モデル」 板東 佑弥（武蔵野大学 B4）

「確率論:確率過程までの概要」 合田 宗矢 (龍谷大学 M1)

「フェンシング・フルーレ種目における有効突き判定装置の研究開発」 藤田 海渡 (武蔵野大学 M1)

「機械学習による慣性式モーションキャプチャからの姿勢推定」 渋谷 朋暉 (龍谷大学 M1)

「連続最適化アルゴリズムの解析」 楊 家宝（武蔵野大学 M1）

「テキストマイニングとRNNを用いた企業倒産予測」 堀越 裕人（武蔵野大学 B4）

「非線形Klein-Gordon方程式の数値解析」 清水 千晶（武蔵野大学 M1）

「免疫反応の数理解析研究と免疫疾患への応用」 福井 隆史 (龍谷大学 M1)
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　2023年11月15日、16日、「武蔵野大学数理工学シンポ
ジウム2023」は多くの方にご参加いただけるよう、武蔵野
大学有明キャンパス会場とZOOM会場を使うハイブリッド
形式で開催されました。今回、第9回をむかえた本シンポジ
ウムは、諸分野の著名な先生方に数理工学の魅力や最先端の
研究等について講演していただき、数理工学に関する様々な

情報・知見・知識を共有することを目的としています。対
面・リモート併せて100名を超える多数のご参加をいただ
き、分野横断的な活発な議論が行われました。参加者からは
様々な分野の発展・実用的内容が分野外の研究者にもわかり
やすく提供される貴重な場であると好評でした。

武蔵野大学数理工学シンポジウム2023が開催されました
（2023年11月15日、16日）　ハイブリッド開催

= プログラム =

11 月 15日（水）

9:50 オープニング

10:00 - 11:10 澤井 哲（東京大学 大学院総合文化研究科）
「動く細胞のパターン形成から考える多細胞システムの進化」

11:20 - 12:30 足立 景亮（理化学研究所 数理創造プログラム , 生命機能科学研究センター）
「群れの物理学：動くものがたくさん集まると何が起こる？」

13:30 - 14:40 矢久保 考介（北海道大学大学院 工学研究院）
「複雑ネットワークの構造相関とダイナミクス」

14:50 - 16:00 石村 直之（中央大学 商学部）
「感染症による損害に対する保険の設計について」

16:20 - 17:30 國府 寛司（京都大学 理学研究科・理学部）
「力学系のリザバー計算」

18:00 情報交換会

11月 16日（木）

10:00 - 11:10 本郷 優（理化学研究所 数理創造プログラム , 新潟大学 理学部）
「極限状態の量子多体問題 : クォーク・ハドロンから原子核まで」

11:20 - 12:30 門脇 正史（デンソー , 産業総合研究所 G-QuAT）
「Quantum CAE: 科学の自動化と量子コンピュータ」

13:30 - 14:40 出原 浩史（宮崎大学 工学教育研究部）
「2成分反応拡散系と時空間パターン」

14:50 - 16:00 佐々田 槙子（東京大学大学院 数理科学研究科）
「確率論と離散可積分系の出会い」

16:20 - 17:30 齊藤 宣一（東京大学大学院 数理科学研究科）
「時間発展方程式の数値解析における最近の話題」

17:30 クロージング

組織委員：坪井俊, 時弘哲治, 阿部修治, 上山大信, 木下修一, 櫻井建成, 高石武史, 由良文孝 

         西川哲夫, 松家敬介, 佐々木多希子, 森竜樹

主催： 武蔵野大学 数理工学センター　(MCME: Musashino Center of Mathematical Engineering)
共催： 理化学研究所 数理創造プログラム

問い合わせ：Tel: 03-6865-8051   E-mail: mcme@musashino-u.ac.jp

参加登録は右のQRコードから11月14日までにお願いします。
参加費無料・要参加登録、一般の方もご参加いただけます。

クロージング17：30
“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”“時間発展方程式の数値解析における最近の話題”
齊藤 宣一（東京大学大学院 数理科学研究科）16：20 - 17：30

“確率論と離散可積分系の出会い”
佐々田 槙子（東京大学大学院 数理科学研究科）14：50 - 16：00

“2成分反応拡散系と時空間パターン”

出原 浩史（宮崎大学 工学教育研究部）13：30 - 14：40

“Quantum CAE: 科学の自動化と量子コンピュータ”
門脇 正史（デンソー, 産業総合研究所 G-QuAT）11：20 - 12：30

“極限状態の量子多体問題:クォーク・ハドロンから原子核まで”
本郷 優（理化学研究所 数理創造プログラム, 新潟大学 理学部）10：00 - 11：1010：000000 - 11- 11- 11- 11- 11- 11- 11- 11：10

11/16  Thu.
情報交換会18：00 -

“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”“力学系のリザバー計算”
國府 寛司（京都大学 理学研究科・理学部）16：20 - 17：30

“感染症による損害に対する保険の設計について”
石村 直之（中央大学 商学部）14：50 - 16：00

“複雑ネットワークの構造相関とダイナミクス”
矢久保 考介（北海道大学大学院 工学研究院）13：30 - 14：40

“群れの物理学：動くものがたくさん集まると何が起こる？”
足立 景亮（理化学研究所 数理創造プログラム,生命機能科学研究センター）11：20 - 12：30

“動く細胞のパターン形成から考える多細胞システムの進化”
澤井 哲（東京大学 大学院総合文化研究科）10：00 - 11：10
オープニング9：509：50505050505050505050

11/15  Wed.
於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）

11/////////15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.15  Wed.
於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）於：武蔵野大学 有明キャンパス 5号館3階301教室（ハイブリッド開催）

MCME SYMPOSIUM 2023
2023年度 武蔵野大学 数理工学シンポジウム

活動報告❸
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活動報告❹

　EMaT 工学統一試験(以下、EMaT と記載します)は工学
系の数学に焦点を当て、全国の工学系学部生・高専生を対象 
とした試験です。工学系の数学基礎学力の底上げを目的し、
自己啓発、コアカリキュラムの確立と共有、学力が保証 さ
れた人材の育成と確保、大学教育における授業効果測定、 自
己点検・評価機能などが期待されています。試験範囲は、 工
学系カリキュラムの中でも出現回数が多い「微分積分」、「線
形代数」、「常微分方程式」、「確率・統計」です([1])。2020
年度、2021年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、本

学科では実施を見送っていましたが、2022年度に2 年ぶり
に再開しました。2023年度も、多くの2 年次と3年次の学
生が参加しました。EMaTの実施により、学生が自身の数学
の理解度や全国の中で自分がどの位置にいるのかを確認し、
これからの大学生活で時間をどのように使うか、判断基準の
一つになれば幸いです。

数理工学科2年次、3年次の学生を対象にEMaT
工学系数学統一試験を2023年12月9日に実施いたしました。

[1] EMaT工学系数学統一試験、実施理由と目的など 
http://www.aemat.jp/exam12/purpose.shtml

　今年度は、武蔵野大学大学院工学研究科数理工学専攻の修
士課程3名（第04期生）が修了しました。大学院生は国内
研究集会（九大）や国際会議（台湾）での発表など他大学の

研究者とも研究交流を深め、数理工学の専門性を高めた研究
成果を修士論文としてまとめました。

2023年度　大学院修士3名（第04期生）修了

●  2市場の価格変動における両市場に関わるディーラーの役割
●  聴覚刺激を加えた自発性瞬目の実験研究およびFokker-Planck方程式を用いたIBI分布の連続表現
●  集合知による機能的構造物の構築に関する数理的研究

　2023年9月6日（水）～ 2023年9月8日（金）に九州大学 伊都キャンパス ウエスト1号館 D棟 4階 IMIオーディト
リアムにて、九州大学マス・フォア・インダストリ研究所と武蔵野大学数理工学センターの共催でIMI研究集会「機械学習
と数理モデルの融合と理論の深化」を開催いたしました。
　参加者は48名で、3日間の充実した研究交流を行う事ができました。本研究集会は、「機械学習と数理モデルの融合」に
焦点を当て、理論と実装の両面から議論をし、新しい課題の認識と分野を横断した研究協力体制の構築を目的としたもので
す。近年、病気の診断や発症の予測、自然災害の予測や被害状況の把握、EC サイトにおける推薦システムの最適化、交通
流の渋滞解消など、多岐にわたる分野で機械学習が活用されています。一方、このような社会問題の解決には、従来、微分
方程式や離散力学系などで数理モデルを構築し、数学的な解析及び数値的なシミュレーションを行うことが有効に用いられ
てきました。本研究集会では、機械学習と数理モデルの専門家が一堂に会して互いに補完しうる点等を議論し、社会課題を
解決する新たな融合モデル構築の可能性を探索することを目指したものです。機械学習を活用する企業と、トポロジー、ネットワーク理論、数値解析な
ど多岐の分野にわたる研究者や大学院生が集まり議論することで、機械学習技術の様々な分野への応用と実装，共同研究体制の構築に対して大きな可能
性が生まれたと考えています。また、関数解析など、数学理論に精通する研究者も参加し、機械学習の基礎理論の整備につながる有意義な議論行うこと
もできました。さらに、武蔵野大学 数理工学科及び大学院 数理工学専攻の学生 11 名が研究発表を行い、様々な分野の研究者と交流しました。この研
究集会に参加したことにより、今後、一層充実した研究活動ができると期待されます。

九州大学マス・フォア・インダストリ研究所、武蔵野大学数理工学センターの共催で
研究集会「機械学習と数理モデルの融合と理論の深化」を開催しました

　本年度は初めて「保険フォーラム」が2023年6月7日（土）に武蔵野大学有明キャンパスで本学西本照真学長
にご挨拶いただき開催されました。OLISはアジア諸国における生命保険に関する知見の深化と人材の育成を通じ、
相互理解を深めることによって、生命保険事業の健全な発展に広く寄与することを目的としており、年に数回大学
と連携して保険フォーラムを開催しております。
　2023年度のテーマは「機械学習とアクチュアリー学」でした。近年発展著しい機械学習がアクチュアリーの実
務に活用される様子などについて、この分野のリーダーの専門家が一堂に会し実りある意見交換が行われました。

OLIS-武蔵野大学保険フォーラムの開催
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活動報告❺

【はじめに】
　武蔵野大学工学部数理工学科では、数理工学の普及や数理
工学教育の発展に貢献することを目指して、2014年度の第
1回以来、数理工学コンテストを毎年開催している。今回、
2022年度第9回数理工学コンテストを開催した。本コンテ
ストにおいて、本学数理工学科の数理工学教育方針に沿った
形で、１）数理的な考え方による数式化と２）統計的なデー
タ分析の二つのテーマ設定で募集を行った結果、全国各地の
中学生、高校生から60作品の応募を得た。

【募集要項】
　以下のようなテーマを設定した。
身の回りの事項や社会的な問題に対して、
1) 数学や物理などの数理的な考え方を用いてモデル化を行

い、対象や問題の性質を説明する。
2) 統計的なデータ分析を行い、問題を解決するための有益

な情報を取り出す。あるいは興味深い解析結果を導く。
応募資格としては、中学生・高校生・大学受験生の個人、も
しくはグループとし、A4判縦長用紙に横書きで8枚以内と
した。応募期間としては、2022年11月1日～ 2023年1
月31日とした。レポートの実例をテーマ１とテーマ２それ
ぞれについて作成して示した（テーマ１：「ランダムウォー
クを利用した蟻の帰巣メカニズムの検証」、テーマ２：「大
相撲の決まり手の数と力士の体重の相関についての分析」）。

【応募状況と受賞作品】
　最優秀賞作品は、「天空の城から舞い降りるパラシュート」
である。パラシュートの降下実験によって、どのような形状
の十字型パラシュートがズレにくく、かつ降下速度が小さい
のかを明らかにした作品である。風洞を使った予備実験の
後、３階から落下させた実験を行うことで、最適な形状を見
出している。優秀賞作品には、災害時の気象データから自動
作曲する「防災音楽てんでんこ」の研究、稽古の不成立を未
然に回避する合気道の掛かり稽古のモデル化の研究、及び

「黒板の反射を無くすには？」と題した、カーテン、黒板上
の位置、席の位置を最適化した研究が選ばれた。他に、「フー
ドコートのご飯が食べたい！」、「スポーツ選手における相対
年齢効果　～早生まれは不利なのか～」、「ごみのリサイクル
率を上げるには？」など、発想が多様で興味深い作品が多く
あった。
　アドバイスとしては、研究の様々な場面で、調査を徹底的
に行うということが挙げられる。テーマを決める際や分析を
進めていく際に調査を十分やっていけば、既存研究の上にオ
リジナルな成果を積み上げることができるであろう。全体的
にレポートとしてのレベルが高く、審査では大変苦労した。
　授賞作品選考は西本照真蔵野大学学長を始めとする7名の

選考委員によって行われ、最優秀
賞が1作品、優秀賞が3作品、奨
励賞が5作品、選考委員賞が4作
品、ジュニア奨励賞が4作品選考
され、ホームページで公開された。
(https://www.musashino-u.ac.jp/academics/faculty/

engineering/mathematical_engineering/mathematical_

engineering_contest.html#TOP)

　表に受賞作品のリストを示す。
最優秀賞作品と優秀賞作品はPDF
ファイルで公開した。授賞式は、2022年3月25日(土)に
オンラインで開催された。

【2023年度数理工学コンテストの募集について】
　2023年度も、2022年度と同じテーマで数理工学コンテ
ストを開催した。（2023年6月13日募集要領公開、11月
1日募集開始、2024年1月31日募集締め切り）。

2022年度第9回数理工学コンテストの開催

第９回数理工学コンテストちらし

レポート例、応募方法・問い合わせ先等については裏面および大学ホームページをご覧ください。

中学生・高校生・大学受験生の個人、もしくはグループ募 集 対 象

応 募 期 間

応 募テーマ

2023年11月1日（水）～2024年1月31日（水）消印有効

身の回りの事項や
社会的な問題に対して、

数学や物理などの数理的な考え方を用いてモデル化を行い、
対象や問題の性質を説明する。

統計的なデータ分析を行い、問題を解決するための有益な
情報を取り出す。あるいは興味深い結果を導く。

テーマ

2

テーマ

1

以下2つのテーマから選ぶ、あるいは組み合わせて、レポートを提出してください。

第
10
回数理工学コンテスト

天空の城から舞い降りるパラシュート
－－第9回（2022年）最優秀賞作品より

優秀賞（3作品）
作品名 作者名

（〇は代表者） 学校名・学年

災害時の気象データを活用した「防災音楽てんでんこ」自動
生成処理の設計 〇横内敬文 成田高等学校1年

稽古の不成立を未然に回避！―掛かり稽古のモデル化と一
般化― 〇外山みちる 東京学芸大学附属国際中等教育

学校2年

黒板の反射を無くすには？ 〇齋藤菜々子、
　鶴田美緒 光塩女子学院中等科3年

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

慣性モーメントが変化するフライホイールを用いた風力発
電

〇村上晴文、森星七翔、
　神野絢音、楠原采留  愛媛県立松山南高等学校2年

大洲の霧・肱川を流れる霧・肱川あらし 〇矢野愛華、中岡千花子 愛媛県立大洲高等学校2年

横断歩道・信号機の特徴と信号無視の関係～信号無視をさ
せないために～ 〇一瀬祥、大澤凛々 光塩女子学院中等科1年

フードコートのご飯が食べたい！ 〇岩野碧、井上和奏、
　岩﨑帆音、中村汐里 広尾学園中学校3年

高校野球における最適打順と一般的なイメージの差異 〇豊田陸人、悦喜諒真、
　数藤優樹、田中雄勝 広島大学附属高等学校3年

奨励賞（5作品）

最優秀賞（1作品）
作品名 作者名

（〇は代表者） 学校名・学年

天空の城から舞い降りるパラシュート 〇植田成美、神崎さくら、
　大賀羚矢、草野実咲 岡山県立倉敷天城高等学校2年

表　受賞作品のリスト

選考委員賞（4作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

エレベータの移動方法の効率化ついて 〇関下敦揮 明治大学付属明治高等学校2年

スポーツ選手における相対年齢効果　～早生まれは不利
なのか～ 〇大野美蓮 田園調布学園高等部2年

弓道競技における射技向上のための分析 ○荒井優紀 田園調布学園高等部1年

睡眠の統計的データ分析による翌日の体調への影響の検
討

○近藤澄香、礒邉和佳菜、
鈴藤喜久乃 広島大学附属高等学校3年

ジュニア奨励賞（4作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

感染症モデルによるヒット現象の解析 〇下村美鈴、西面晴花 広尾学園中学校3年

洗剤の液性と水の温度による 食器の効果的な油汚れの落
とし方 〇大石萌音、小林紗弥 光塩女子学院中等科1年

ごみのリサイクル率を上げるには？ 〇川島結花 光塩女子学院中等科3年

ラグビーワールドカップ2019から導く日本代表チームの強
さ ～決勝トーナメントで勝ち進むためには～ 〇佐藤睦姫 光塩女子学院中等科1年

https://www.musashino-u.ac.jp/academics/faculty/engineering/mathematical_engineering/mathematical_engineering_contest.html#TOP
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図1: 細胞間の2体相互作用。(a)細胞間引力：接着性分子による効果、(b)排除
体積効果による近距離斥力：物質が空間を占有する効果、(c)接触による
回転：重なりを避ける向きへの回転

図2：血管網形状の楕円扁平率依存性

参考文献）
T Hayashi, F Yura, J Mada, H Kurihara and T Tokihiro, “Pattern formation of elliptic particles by two-body interactions: A model for dynamics of endothelial cells in angiogenesis”, J Theor Biol 
555, 111300 (2022). doi: 10.1016/j.jtbi.2022.111300. 

血管新生とパターン形成

　誰しも目にするように、木の枝は先の
分枝へいくほど細くなっています。500
年ほど前には既に、木の枝の分岐の前後
では断面積が保存することが知られてい
たようです（レオナルド・ダ・ビンチの
法則）。もちろん厳密な保存則ではあり
ませんが、ある種の普遍性をその時代に
捉えようとした彼の慧眼というべきで
しょう。
　自然界には無機物や生物に様々な不思
議な形が現れますが、枝分かれの構造と
して身近なものの一つに、我々の体内を
巡る血管網が挙げられます。私たちのグ
ループでは、東京大学医学部の栗原裕基
先生の研究室と共同で、遺伝子制御など
を用いた内皮細胞動態の実験に基づき、
離散力学系による数理モデルの構築や血
管新生の原理解明に取り組んでいます。
組織や階層的な血管網がどのように構築
されていくのかという問題は基本的かつ
重要な問題です。血管網の形成の初期段
階は「血管新生」と呼ばれ、怪我の治癒
や赤ちゃんのための胎盤形成になくては
ならない過程です。またこの仕組みは癌
細胞が増殖する過程にも密接に関連して
います。癌細胞は内皮細胞増殖因子を分
泌して癌組織へ新しい血管網を生じさ
せ、酸素と栄養を吸収して増殖、さらに
はその血管を通じて体内の他の臓器へ癌

細胞を転移させることが知られており、
血管新生の原理や解明は癌治療や血管に
起因する病気を扱う医療への応用が期待
されます。さらには再生医療で注目され
る人工臓器においても、血管網の適切な
構築が重要課題だと言われています。
　樹状構造は古くより（例えば500年
前）力学的な視点から興味を持って調べ
られてきています。そしてまた血管網の
形成に関しても多くの数理モデルが提案
されてきています。私たちのグループで
は、近年の計測技術の発展により血管内
皮細胞のタイムラプスイメージングや、
細胞動態に関わる遺伝子制御が可能とな
ったことに伴い、従来よりも微視的な視
点から血管網構築へのボトムアップなア
プローチを目指しています。細胞は細胞
膜で仕切られた個体であり、糸状仮足を
伸ばしアメーバー状に形態を変化させて
移動したり、分裂時には中心からくびれ
を生じたりするなど、アクチン骨格が細
胞の形態に大きく影響していることが知
られています。また細胞膜上の接着性分
子は運動を制御しているだけではなく、
センサーの役割を持ち糸状仮足を通して
他の細胞や細胞外基質と情報のやり取り
を行うことも知られてきています。私た
ちのグループでは、血管が新生される最
初期の段階に相当するin vitro実験で血

管内皮細胞が遊走し、マトリゲルを溶か
しつつその樹状領域を往復運動（セルミ
キシング）することを詳細に測定し、細
胞動態のモデル化を行いました。重心運
動について重回帰分析を行った結果から
は、細胞の運動方向（速度ベクトルの向
き）に対し、前方および後方では数十μ
ｍの範囲で引力が有意に観測されるのに
対し、側面方向には近距離での斥力のみ
が得られました。つまり細胞は前方に伸
ばした糸状仮足などを通して何らかの情
報を獲得し、その向きへ運動を促進する
ことがデータより示唆されました。そこ
で我々は、細胞はそれ一つにしても大変
複雑な系ですが質量を持った楕円あるい
は楕円体と単純化した上で、近傍の他細
胞との距離に応じた以下の３種類の２体
間相互作用のみを取り入れた物理的なモ
デルを提案しました（図１）。２次元面
内でのシミュレーション結果を図２に示
します。細胞形状が円の場合は回転対称
性から各細胞は向きを持ちませんが、楕
円の場合はその扁平率に応じて各細胞が
運動方向を獲得し全体として樹状構造を
生成することがわかりました。これは実
際の現象を単純化し過ぎたＴｏｙモデル
かもしれませんが、現象と数理を結びつ
ける面白さと普遍性が隠れているように
思います。

所属：工学部　数理工学科　教授
専門：応用数学
学位：博士（工学）東京大学
所属学会：日本応用数理学会、日本物理学会、電子情報通信学会会

学歴： 東京大学工学部物理工学科を卒業後、東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻博士課程を修了
職歴：東京大学大学院数理科学研究科特別研究員（PD1）、科学技術振興機構ERATO今井量子計算機構プ

ロジェクト研究員、公立はこだて未来大学システム情報科学部複雑系知能学科講師、同准教授、同教
授を経て、2023年4月より現職。

由良 文孝（YURA, Fumitaka）
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図1 TPEの構造

図3b 斜め方向に引っ張られたグラフ

図3a 等方的なグラフ

図4 テンションテンソルの定義と可視化

「線分の平均」と材料科学

　我々人類は、複数の数値を同時に扱う
ことが苦手であり、それらを代表する特
徴量を用いる。最も一般的な特徴量は平
均値だろう。花巻東高校の2013年卒業
生の平均年収が4千万円を超えてしまう
といった不具合もごくたまに発生する
が、様々なケースにおいて平均値は有効
だ。私は幾何学者なので図形についても
平均を取りたいと考えた。ベクトルは足
して割るだけで平均を求めることができ
るが、向きのついていない線分はどうだ
ろう？
　そんな疑問を心の隅に抱えながら、
2018年10月に私は東北大学に雇われ
た。私の研究内容はTPEというゴムの
代替品の弾性の数学的モデルである。
TPEは図1に見られるように、A…AB
…BA…Aという形のポリマーの、Aた
ちの部分が集まって球状のドメイン構造
を形成し、間をBで出来た鎖がつなぐ立
体構造をしている。ドメインを頂点、鎖
を辺とみなせば三次元空間内に描かれた
グラフである。TPEを少し引っ張ると
線形に変形するがグラフとしてのトポロ
ジーに変化はない。しかしより強い力で
引っ張るとドメインが分裂し、破片同士

が集まって新たなドメインを作る。つま
りグラフがトポロジー的に変化する。
　分子動力学の実験結果を見ながら、グ
ラフのトポロジーの変化のモデルを作成
していたのだが、一つの不満を感じるよ
うになった。TPEのゴム的弾性は、立
体構造のトポロジーに由来するものでは
ない。弱い力で引っ張ってグラフのトポ
ロジーに変化が生じていない段階でも、
応力は生じている。具体例を見よう。図
2aと図2bのグラフのトポロジカルな構
造は同じである。しかし、図2aは等方
的に見えるのに対して、図2bは右上－
左下方向に引っ張られている形跡があ
る。そのことを数学的に表記する方法は
ないか？
　ある日、たまたま聴いていた生物学の
セミナーの内容－細胞壁にかかっている
力学的負荷を推定する方法－に着想を得
て、図2aと図2bの違いを定量的に説
明できるようになった。図4に示すよう
に、グラフの各辺に向きを決めてベクト
ル v  だと思い、テンソル積を考える。
自分自身との積をとっているので、向き
の曖昧さはキャンセルされる。テンソル
積は行列なので、相加平均を取ることが

できる。その平均をテンションテンソル
と呼ぶ。二次元の場合、2×2行列は図
4の一番下の式により可視化できる。図
3aと図3bに赤い線で図示した。図3a
では真円になっているのでどの方向にも
力が働いていないことがわかり、図3b
では楕円の長径方向に引っ張られている
ことがわかる。その後、理想的な条件の
下にテンションテンソルがコーシー応力
テンソルという力学的量に対応すること
を吉田健一さんと共に示した。
　私がやったことはグラフの辺を線分と
みなしてある種の平均をとったことに他
ならない。線分たちの平均を取る方法を
思索していたことが役に立ったのかどう
かは今となってはわからないが、とにか
く清々しい気分である。

所属： 数理工学センター特別研究員
専門：位相幾何学
学位：博士(数理科学)(東京大学)
所属学会：日本数学会

学歴： 東京大学理学部数学科を卒業後、東京大学大学院数理科学研究科修士課程、同研究科博士課程を修了
職歴： 東京大学大学院数理科学研究科拠点形成特任研究員、IHES(EPDI)-JSPS Fellow、東京大学大学院数理科学研究

科拠点形成特任研究員、同特任助教、同特任准教授、Arithmer株式会社研究開発本部次長、東北大学材料科学
高等研究所プロジェクト助教を経て2023年4月より現職。
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児玉 大樹（KODAMA, Hiroki）
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【問い合わせ先】
武蔵野大学　数理工学センター
住所：〒 135-8181  東京都江東区有明 3-3-3
　　　武蔵野大学有明キャンパス 4号館 404 室
Tel : 03-5530-7333（代表）
Web site : http://www.musashino-u.ac.jp/facilities/mathematical_engineering.html

毎年この時期が来ると、あっという間に一年が経ったと実感します。約 25年前に研究者としてのキャリアをスタートさせたころが、まるでつい最近のことのように思えます。私は昭和 45
年生まれなので、その 25年前は終戦の年であったのだなと先日気が付き、少々驚きました。これからの 25年、世界はどんな変貌を遂げるのでしょうか。今が重要な分岐点であると感じ
ています。DU ／ ニュース欄、活動報告欄を見て頂くと分かるように今年度は数理工学センターの活動が大変活発に行われ、学生の活動・活躍が目立った年となりました。発行にあたって
スケジュールがタイトとなった点に関しては反省点です。なお、私事ですが来年度は 1年間海外で研究活動に専念させて頂きます。この貴重な機会を充分に活かしたいと考えています。SK

武蔵野大学数理工学センター  センター員の紹介

阿部 修治 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 材料科学／システム工学

上山 大信 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： パターン形成／シミュレーション

木下 修一 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 統計物理学／ネットワーク科学

櫻井 健成 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 非線形科学／非平衡開放系物理学

高石 武史 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 数値シミュレーション／数理モデル

坪井　俊 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 幾何学／トポロジー

西川 哲夫 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 生命情報科学／ゲノム科学

由良 文孝 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 応用数学

松家 敬介 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授）
専門分野 ： 数学解析／数学基礎 ・ 応用数学

佐々木 多希子 （武蔵野大学工学部数理工学科 講師）
専門分野 ： 偏微分方程式

森　竜樹 （武蔵野大学工学部数理工学科 講師）
専門分野 ： 応用数学／計算機援用数学

児玉 大樹 （武蔵野大学数理工学センター 特別研究員）
専門分野 ： 位相幾何学

時弘 哲治 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 応用数学

坪井　俊 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授）
専門分野 ： 幾何学／トポロジー

センター長

センター員

（嘱託職員） 岩本 久美、 大井 史絵

（客員研究員）  薩摩 順吉（東京大学 名誉教授、武蔵野大学 名誉教授）
（客員研究員） 神谷　亮（神奈川工科大学教育開発センター 講師）
（客員研究員）  竹内 康博（青山学院大学理工学部 客員教授）
（客員研究員）  田中 健一郎（東京大学大学院情報理工学系研究科 准教授）
（客員研究員）  辻川　亨（宮崎大学 名誉教授）
（客員研究員）  友枝 明保（関西大学総合情報学部 教授）
（客員研究員）  間田　潤（日本大学生産工学部 教授）
（客員研究員）  松木平 淳太（龍谷大学理工学部数理情報学科 教授）
（客員研究員）  森田 善久（龍谷大学 名誉教授）
（客員研究員）  山中　卓（青山学院大学理工学部 准教授）
（客員研究員）  四ッ谷 晶二（龍谷大学 名誉教授）
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